






要約:川崎病陳旧期で心筋梗塞を有する 13 剖検心を対象に心室におけるANP および BNP の

発現を免疫組織学的に比較検討した。その結果 ANP・BNP は心筋梗塞発症后 8日以後の肉芽

期には梗塞周囲残存心筋に全例で出現しかつ心不全の長期持続例では心内膜直下の心筋を

中心に左室全周性にも発現していた。組織内発現の程度は BNPの方が ANP よりもより広範

であった。このことは梗塞心においてBNP が ANP よりもより sensitiveに反応し、重要な

役割を演じていることを示唆する。 


